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生　兵　法
制度推進部副部長　大石　　勇

平成１２年１２月２７日、この日は私にとって、人生最大の不幸な出来事でありました。そ
れは、そのひと月程前に友人と草津方面へ旅行をしたのです。

その折「右足小指に靴ずれ」をしてしまったのです。靴ずれなんて小学生の頃から新しい靴
を履くたびに経験しており、放っておいても大事に至らず何時の間にか治っていた。ところが
今回はいささか様子がおかしい。日増に痛味が強くなり到頭堪えかねて、靴ずれ位でと思いつ
つ不承病院にて診察を受けたところ即入院、精密検査の結果「右足を切断しなければ命も危ぶ
ない」という無情な宣告を受けたのです。単なる靴ずれとたかをくくっていて、大きな誤りを
してしまったことを悔みながら、かくなるうえは最善の策をと願い医師を信じて即手術を受け
たのです。

数日後、医師と看護婦から「大石さんは思いきりが良かったね、大概の患者さんは、なんと

か切断だけはとか、やっと説得に応じても出来るだけ多く残してくれと懇願されるのが常です
よ」と言われた。

単なる靴ずれと思っていたが、私は糖尿病という厄介な病を患っていたため、それが重大な
主因でからだの組織、細胞の一部分が死んでしまったことを知らされたのです。素人の生兵法
の悲しさ、そんなことを知るすべもなく軽視、放置してしまったが、受傷後直ちに処置してい
れば切断の憂き目に遭わずにすんだであろうとも言われたのであります。

以上、駄文を絞りましたが「生兵法は大怪我のもと」のことわざどおり確たる知識もないの
に単なる体験のみにたより、その結果取り返しのつかない羽目になっていまい同病に苦しむ方
がいるならば医師の指導を忠実に履行して前轍を踏まないよう希うものであります。
生兵法に溺れることなく五体満足の健康体であればこそ行政書士としての本分を全うするこ
とが叶うものであろう。行政書士の果たす役割の重要性、公共性を深く認識し地域住民の信託
に応え、今、代理権、やがてオンライン化時代にますます複雑多岐に亘る書士業を成就する根
源の一環であろうかと信じ敢て述べさせていただきました。
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行政手続き街頭無料相談実施
１０月１２日（土）午前１１時から午後３時

まで、宇都宮市内のオリオン通りイベント広場
にて“行政手続き無料相談”を各部ならびに宇
都宮支部の協力を得て実施しました。
当日は、行政書士制度のP．Rのため、会名入
りのボールペンとティッシュペーパー、業務案
内や支部を紹介したパンフレットなどを袋に詰
めて通行する人々に配布したところ、さすが宇
都宮一の通行量を誇るオリオン通り、2000個
用意したノベルティも午後2時には品切れにな
り、これは行政書士制度を住民の方に理解して
いただける一助として大いに役立ったものと考
えられます。
また、会場ではミニイベントとして、“占い
コーナー”と“健康相談コーナー”が設けられ
ました。占いコーナーでは石塚華仙先生の一門
による占星術による占いが実施され、高校生か
ら中年のご婦人まで、定員５０名の整理券配布
がアッという間に終了する程の人気を集め、中
には終了時間を過ぎても立ち話で占った内容に
ついて聞いている人もいた程好評でした。
“健康相談コーナー”には、宇都宮市のご協

力により保健師2名の派遣をいただき、血圧測
定と体脂肪測定が実施され、多数の方が健康相
談をされましたが、会員の中にも体脂肪の測定
をした方がおり、日頃の運動不足による自己健
康管理の重要さを保健師さんに指導されており
ました。
さて、肝心の無料相談ですが、相続関係など
6件の相談がありました。相談者の方から「無

▲業務相談コーナー

▲健康相談コーナー

▲占いコーナー

料で相談にのってくれるのはありがたい。もっ
とPRすべき」との声もあり今後の課題となり
そうです。
１０月は、「行政書士１１０番」、「三士会
無料相談」、「行政手続き無料相談」と重なっ
た行事開催を上手く広報できるよう考えなけれ
ばとの感を持ちつつ、午後３時、無事に街頭無
料相談を終了し解散しました。
ご協力をいただいた皆様ありがとうございま
した。　　　　　（制度推進部長　小室明男）
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【県央】
１０月６日（日）午前１０時から、司法書士

会、土地家屋調査士会と協力して行う「三士会
無料相談会」が、ジャスコ宇都宮店で開催された。
本年は、会場を同店一階、入り口近くに設営
し、司法書士会が受付を担当した。
秋の日曜日とはいっても、夏の名残の強い日
差しを受け汗ばむような陽気で、店内は家族連
れが目立った。
宇都宮支部役員数名は朝の開店と同時にスタ
ンバイし、相談者を待った。
しかし、昨年に比べて相談者は少なく、総計

で十数名。相談のほとんどは司法書士会の担当
分野で、調査士会は２件、行政書士会が受けた

【県南】
１０月６日（日）、三士会無料相談会が、ジ
ャスコ小山店を会場に、午前１０時から午後３
時まで開催された。１０時受付開始にもかかわ
らず、３０分ほど前から数人の相談者が訪れ、
１０時の開始を待たれたほどであり、出足は好
調であった。相談者の席が足らない程で、相談
員もフル稼動で相談に当たった。
相談件数を見てみると、昨年の２倍にあたる
５６件にもなり、午前３０中件、午後２６件で
あった。行政書士１０件、司法書士３１件、土
地家屋調査士１２件、その他３件で、内容的に
は、相続関係が多く、境界、地目変更、農地転
用等、様々であった。
ほとんどの相談者が、新聞でこの相談会を知
り足を運んで来られた。また、買い物に来た人

【県北】
１０月６日（日）、大田原サティにおいて午
前１０時から午後３時まで、三士会合同無料相
談会が開催された。
相談総件数は６件、うち行政書士会は２件で
あった。前年に比べると若干減少したが、その
分、充実した相談を行うことができた。
相談者が途切れた時には、買物客に三士会の

PRをして、かなりの広報活動を行うことがで
きました。　　　　（宇都宮支部　斎藤　裕）
相談員
〔午前〕　篠崎光一郎　木下武夫　永井　裕

相談は１件にとどまった。
（宇都宮支部　深見　史）

相談員
鈴木康夫　鈴木宏昌　小林幸雄　工藤恭裕
岸　清美　深見　史　小林健一

も無料なのでついでに相談をしていった、とい
うケースもあった。そのくらい気軽に相談でき
る雰囲気であったと思う。

（足利支部　柳川英一）
相談員
松井勤一郎　唐木田有作　市村忠男　福田　守
松本伸一　杵渕徹　柳川英一

長谷川久夫
〔午後〕　篠崎光一郎　岩本和彦　永井　裕
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行政書士110番（無料相談）開催
１０月１日（火）午前１０時から午後4時ま

で、電話による無料相談「行政書士１１０番」
を、行政書士会館１F相談室において実施した。
事前に、下野新聞、読売新聞等の各メディア
に広報していたため、かなりの相談がよせられ
た。
業務研修部の協力のもと、実務経験豊富なべ
テラン相談員による充実した電話相談を行うこ
とができました。
相談内容
相　　　　続　 10件
人　　　　権　　1件
境　界粉　争　　1件
契約書（貸家）　1件

土地・建物　　 　3件
合　計　　　　　16件
相談員
池葉 洋・渡辺 良樹・風間 洋・齋藤 裕

（制度推進部　齋藤 裕）

制度推進部では、１０月２１日（月）、２３
日（水）の2日間、行政書士制度強調月間にあ
たり関係各種団体（３１カ所）を訪問し、行政
書士制度の普及と啓蒙を行った。
前年度までは、役所を訪問し、窓口規制等の
協力を行っていたが、今年度からは、「稼げる
行政書士をめざそう」とのことで、各種団体を
訪問した。
各団体とも、短時間ではあったが、行政書士
制度のご理解をいただくことができたと思われ
る。
来年度も、引き続き各種団体を訪問して、行
政書士の知名度を上げるとともに、稼げる行政
書士をめざしていきたい。

21日　小室明男、大石　勇、須永　威
23日　小林一二、金子幸夫、齋藤　裕

▲栃木県医師会訪問し、医療法人、診療所開
設等の業務案内を推進
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－訪問先一覧－

（社）栃木県浄化槽協会
（社）栃木県警備業協会
栃木県屋外広告美術協同組合
栃木県管工事業協同組合連合会
栃木県小売酒販売組合連合会
栃木県左官業協同組合（文書にて）
栃木県電気工事業工業組合
栃木県遊技業協同組合
栃木県旅館生活衛生同業組合
栃木県レンタカー協会
栃木県商工会連合会
栃木県旅行業協会

（社）栃木県医師会
栃木県歯科医師会
栃木県食品衛生協会
栃木県飲食業生活衛生同業組合
（社）栃木県貸金業協会
（社）栃木県建設業協会
（社）栃木県設備業協会
（社）栃木県舗装協会
（社）栃木県測量設計業協会
（社）栃木県造園建設業協会
（社）栃木県中小建設業協会
（社）栃木県宅地建物取引業協会
栃木県建築士会
栃木県社交飲食業生活衛生同業組合
（社）栃木県産業廃棄物協会
栃木県トラック協会
栃木県弁護士会
（社）栃木県建築士事務所協会
栃木県司法書士会
東日本建設業保証（株）

各種団体訪問



提出手続代理説明会開催
１０月１５日（火）午後１時３０分から栃木
県教育会館において、本年7月1日施行の行政
書士法改正に基づく、業務別提出手続代理取扱
いについての、説明会が開催されました。
業務に直結しているため会員の関心も高く、
会場満杯の１５０名余の参加をみました。
小林会長の挨拶の後、まず横山副会長から行
政書士法、代理（委任）に閲し特に留意すべき
点についての説明があり、ひきつづき岸業務研
修部長よりおもな許認可・手続（申請書類）別
に下記事項について詳細かつ丁寧に説明がなさ
れました。
※委任状（具体的記載方法）
※捺印（申請人及び行政書士）
※代理人明示方法
※留意事項
この後、質疑応答が行われましたが、終了時

刻4時前まで活発に質問が飛び交いました。
忙しい中、短期間にここまで関係官公庁と打

ち合わせして下さった、業務研修部の方々ご苦
労様でした。
今後とも、提出手続代理に伴う官公庁との協

議が、より一層成っていくと思われますので、
会員の皆様には研修会・会報等には十分注意し
て下さい。
また行政書士証票提出を求められることが多
くなると予想されますので、常時携行遵守を心
掛けていただきたいと思います。

（総務部　高野芳夫）

業務研修部研修会開催（物流業務）
１０月１１日（金）午後３時から、行政書士
会館において表題の研修会を開催しました。講
師は関東運輸局栃木運輸支局企画輸送課の専門
官山崎正氏と輸送係長水越憲充氏にお願いしま
した。
前半は、一般貨物運送事業に関わる申請手続
きについて水越憲充氏より講義をうけました。
書類の作成の仕方、留意点等懇切丁寧な指導を
受け、内容も十分深めることができました。
１０分程度の休憩の後、山崎正氏より、平成
１３年度から規制緩和になった、バス、タクシ
ー等の通達を中心とした解説を受けました。県
内で制度改正後申請があったのはバスについて
２件、個人タクシー５社あったとのことです。

スタートしてまもない制度にもかかわらず申請
があったということは、今後需要が見込めると
いう点で希望のもてる業務ではないかと思いま
した。出席者は２２名で、午後５時研修会は終
了しました。

（業務研修部　鈴木　宏昌）

パソコン研修開催
１０月２５日（金）午後２時から、行政書士
会館において第３回目のパソコン研修が開催さ
れました。
参加者２０名、講師はインストラクター吉村
美幸先生、今回はIT戦略特別委員会の協力を
得てインターネットについての基礎知識や基本
操作を習得しました。
最初にそれぞれのパソコンの接続設定を行い、
実際にインターネットに接続しての研修でした。
検索・閲覧・登録等の練習を行い、研修の後
半には参加者全員がメールアカウントを取得し、
メールの送受信の操作方法を研修しながら、実

際に参加者同士でメールの交換を行いました。
和やかな雰囲気の中にも、メールの送受信で
は緊張と笑いもあり、熱の入った全員参加型の
研修が進められ、午後５時１０分終了いたしま
した。　　　　　　（業務研修部　風間　洋）
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栃木県に於ける平成１４年度行政書士試験は、
去る１０月２７日（日）に宇都宮大学峰キャン
パスで実施されました。本年度の受験申込者は
1，052名でありましたが、当日の出席受験者は
９１０名で、欠席者は１４２名でした。受験者
の増加傾向はここ数年続いていて、全国の受験
申込者は平成１３年度が71，366名、平成１４
年度が78，826名で10.45％増加していて、本
県でも平成１３年度は877名であったので本
年度と比較すると19.95％の増加で全国平均を
上回っている。そして、（財）行政書士試験研究
センターの分析調査報告書を見ると２０代の受
験者の増加傾向が目立ち年代別動向は若年令化
しているようである。
さて、行政書士試験当日は、試験日和りの好
天に恵まれた。午前８時３０分に試験本部員。
９時１５分には試験監督員が試験会場である峰
キャンパスに集まってきた。全員、揃ったとこ
ろで出欠の確認と注意事項の伝達を行なう、次
に本部員、監督員はそれぞれ、会場設営、試験
教室の準備作業にかかる。試験事務経験者が多
いせいか準備作業が早めに終了した。１１時頃
になると受験者がちらほら見えるようになって
きた。試験開始時間は午後１時から３時３０分
までの２時間３０分であるが、その間、何ら問
題もなく終了時間となる。間もなく、各教室か
ら試験監督員が答案用紙を持って来て本部室で
集計作業を行なう。その作業が終了すると４時
を回っていた。そして、５時頃に運送業者にコ
ンテナの引渡作業を行ない試験事務が完了した。
試験当日の長い１日が終わりましたが、協力
して頂いた会員、会の事務局の皆さん、日常の

業務と違い不慣れな仕事でお疲れさまでした。
行政書士試験事業が無事終了し試験場責任者と
して感謝申し上げます。試験の結果は平成１５
年１月１５日に発表されますが、１人でも多く
の嬉しい便りが受験者に来ることを願いつつ報
告と致します。
（宇都宮大学峰キャンパス責任者　宮嶋　幸雄）
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受付時間 受付区分 
受付日時 受付対象業者 

午前 午後

受付場所・所在地等 

午前 午後 

南那須庁舎3F・烏山土木事務所入札室 商号（名称） 商号（名称）

烏山町中央1－6－92 の頭文字が の頭文字が 12／2（月） 烏山土木事務所管内 
9：00～ 

11：00 

1：00～

3：00
TEL0287－83－1321（烏山土木事務所） 「ア」～「ソ」 「タ」以降 

12／3（火） 真岡土木事務所管内 〃 〃 

真岡土木事務所・大会議室 

真岡市荒町1171－4 

TEL0285－83－8301（真岡土木事務所） 

「ア」～「セ」 「ソ」以降 

12／4（水） 大田原土木事務所管内 〃 〃 

大田原土木事務所（那須庁舎別館）・301会議室

大田原市紫塚2－2564－1 

TEL0287－23－6611（大田原土木事務所）
「ア」～「ス」 「セ」以降 

12／5（木） 栃木土木事務所管内 〃 〃 

下都賀庁舎2F・大会議室A 

栃木市神田町6－6 

TEL0282－23－3433（栃木土木事務所） 

「ア」～「オ」 「カ」～「サ」

12／6（金） 栃木土木事務所管内 〃 〃 

下都賀庁舎2F・大会議室 

栃木市神田町6－6 

TEL0282－23－3433（栃木土木事務所） 

「シ」～「ナ」 「ニ」以降 

〃 鹿沼土木事務所管内 〃 〃 

上都賀庁舎3F・大会議室 

鹿沼市今宮町1664－1 

TEL0289－65－3211（鹿沼土木事務所） 

「ア」～「コ」 「サ」以降 

12／9（月） 宇都宮土木事務所管内 〃 〃 

河内庁舎5F・大会議室 

宇都宮市竹林町1030－2 

TEL028－626－3124（宇都宮土木事務所）

「ア」～「カ」 「キ」～「ス」

12／10（火） 宇都宮土木事務所管内 〃 〃 

河内庁舎5F・大会議室 

宇都宮市竹林町1030－2 

TEL028－626－3124（宇都宮土木事務所）

「セ」～「ノ」 「ハ」以降 

12／11（水） 日光土木事務所管内 〃 〃 

日光土木事務所・大会議室 

日光市萩垣面2390－7 

TEL0288－53－1211（日光土木事務所） 

「ア」～「コ」 「サ」以降 

〃 足利土木事務所管内 〃 〃 

足利庁舎4F・401・402会議室 

足利市伊勢町4－19 

TEL0284－41－2331（足利土木事務所） 

「ア」～「シ」 「ス」以降 

12／13（金） 矢板土木事務所管内 〃 〃 

矢板土木事務所・大会議室 

矢板市鹿島町20－11 

TEL0287－44－2185（矢板土木事務所） 

「ア」～「ソ」 「タ」以降 

〃 佐野土木事務所管内 〃 〃 

安蘇庁舎5F・大会議室 

佐野市堀米町607 

TEL0283－24－3111（佐野土木事務所） 

「ア」～「サ」 「シ」以降 

 

※1受付区分における商号（名称）の頭文字は、法人の種類を表す文字（㈱や㈲など）を除いて判断してください。 

 

※2 県外業者については、郵送受付のみになります。 
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【那　須】
首長に面談

“行政書士制度の推進と啓蒙”を柱とした今
年の強調月間行事は、「日当、手土産代」無し
という様変りはあっても、支部としては書士会
の方針に沿って、精鋭10名の役員を集めて主
旨を説明し、協力をお願いしたところである。
それぞれ例年どおり役割分担を決めて官公署へ
の周知に役員は良くやってくれたし、三士会無
料相談会にも参加した。
私は首長の理解確認を得るため、今年は予告
なしで4月新任早々の佐藤正洋那須町長に会い
小林会長の書面等とともに、行政書士がどんな
仕事をやっているのか書士会作成のパンフレッ
トを渡し、理解を深めて頂いた。先年、町長選
出馬を促がした一人として、よもやま話もして
来た。
それにしても、車庫証明の代理権取扱いをは
じめとするインターネットを間近かに控え、わ
れわれの職域確保に、日行連はどのようなリー
ダーシップを取ろうとしているのか思いは切で
ある。

（支部長　佐藤進一）

那須支部研修会
10月25日（金）午後2時から、会員15

名参加し、那須町湯本翠明館会議室にて金敷講
師をお迎えし、受講する。
電子申請の事務取扱についてをテーマとし、
1．政府の動き
2．自動車保有関係手続のワンストップサービ
スのグランドデザイン

3．栃木県電子県庁推進指針
4．栃木県行政書土会における電子申請への取
組以上の大網により、それぞれ42貢に亘
り詳細に講義を受ける。

書士会IT戦略特別委員会の、委員長でもあ
る金敷講師の軽快な講義と、我々会員も近代化
に対応すべく、ますます意を新らたにし、長時
間に亘る講義に感謝し研修を終了した。
午後6時から宿泊者一同懇親を深めた。

（支局長　君島健司）

【芳　賀】
芳賀支部実務研修会実施

10月25日益子町上大羽「大川戸ドライヴ
イン」にて会員16名出席のもと「産業廃棄物
運搬業許可申請手続について」会員の高山俊子
先生が研修を行った。
実務上の内容を重点に書類作成の流れに従っ
て具体的実例を引用してレクチャーを受け、質
議も多数あり有意義な受講であった。

（支局長　秋葉憲司）

【宇都宮】
うつのみや城址まつり

10月6日、夏が帰ってきたかのような、暑
いほどの日曜日。宇都宮城址公園で「よみがえ
れ！宇都宮城」市民の会主催による「うつのみ
や城址まつり」が開かれた。
現在、宇都宮城の復元（櫓、土塁、掘の一部）
がすすめられている。このまつりは、宇都宮城
を市民により知ってもらおうと、「歴史に触れ
て、見て、遊んで、食べて」をテーマに企画さ
れた。
数々の出店には、名物の餃子はもちろんのこ

と、豚汁、赤飯、五穀おにぎりなどなど、たく
さんのたべものが並んだほか、出土品の瓦を展
示したり、物見櫓の高さを実感してもらうため
に高所作業所を出動させ子どもたちを乗せたり、
火縄銃の発射実演（？）を行ったり、の工夫を
こらせたイベントがもりだくさんで、子どもた
ちだけではなく、おとなたちも充分にこの一日
を楽しんだ。

12月の「行政書類手続き相談」
日　時：平成14年12月9日（月曜日）

午前10時～午後3時
場所：宇都宮市役所2階（市民相談室）
担当者：小林幸雄・深見　史
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【塩　那】
塩那支部では10月5日（土）から6日（日）
にかけて佐渡ヶ島へ1泊2日の支部研修旅行を
実施した。補助者、家族等を含む13名の参加
のもとに「行政書士会塩那支部・佐渡情話」と
題した旅行は、2日間とも天候にも恵まれ、ま
た終日塩那支部ならではの和やかな雰囲気のな
か実施された。
新潟港に着き、両津港行きのカーフェリー乗
り場の車の多さに驚いた。我ら2等船室乗客は、
カーペットが敷かれた広間に膝を突き合わせて
座ったり、ごろ寝したりしながら少々長い2時
間半を過ごした。ようやく佐渡ヶ島に着いた。
収穫の終わった田園風景を車窓に眺めながら、
30分ほどで島を斜め横断し、尖閣湾経由で、
1日目のメーン・開山400年の佐渡金山を見
学した。「今の若い悪いヤツ等をここに送り込
んで鍛え直したら良いんだ」等の声をチラホラ
耳にしながら、早朝からの疲れを癒すべく、宿
泊先・相川やまきホテルへとバスは向かった。
まずはひと風呂浴びてから宴会場へと場所を移
し、美味を食しながらの歓談にはなが咲き、潤
った喉で自慢の声を披露しているうちに、早朝
からの移動に疲れた体は休養を欲し、それぞれ
部屋へ散って行った。
2日目は佐渡歴史伝説館で学び、尾畑酒造で

美酒を試飲し、トキの森公園でトキを観察し、
佐渡能楽の里で能を鑑賞し、新潟ふるさと村で
買い物となった。これを最後にスケジュールい
っぱいの今回の研修旅行は、すべて予定通りに
終了した。そして一路帰路に向かい何事もなく
最終地・烏山に到着した。
ご存知だろうか、佐渡は順徳天皇（承久の乱
に敗れた・父は後鳥羽上皇）の配流された地、
また日蓮聖人（北条時宗の勘気を受けた）や、
世阿弥（将軍足利義教に疎まれた）が流罪とな
った地。また伝説では、森鴎外の「山椒太夫」
安寿と厨子王の母恋い伝説や、木下順二の「夕
鶴」の原話の鶴の恩返しの伝説の発祥の地、と
いうことを。
車窓からの景色にほっと心が和んだ。それは
カーフェリー乗り場で見た、あれだけ大勢の観
光客が来るような島にしては、島全体が派手に
観光地化されていなく、また家並みも、いわゆ
る何々ハウスが殆どなく、旧来の家の屋根や板
塀を塗り替えただけの家並みが続く。街中にも、
田園地帯や、海岸沿いにも。
そんな佐渡ヶ島でした。（支局長　青木絹子）

【鹿　沼】
鮎狩りを実施

鹿沼支部では、毎年行っている研修旅行に代
えて、10月14日（体育の日）に鹿沼市郊外
のやな場において鮎狩りを行いました。
その日は、支部会員と家族を含めて13名が
参加、12時から始まって食事をしながら浅野
支部長を中心に情報を交換し合ったり、カラオ
ケで得意の歌を唄ったりして親睦を図りながら
楽しいひとときを過ごしました。
なお、料理は悪くありませんでしたが、出さ
れた鮎は1尾でした。

（支局長　和賀井良雄）

【那　須】
那須支部会員親睦旅行

9月28日心配された、大型台風21号の進
路が気掛かりの中、12名でありましたが、午
前7時出発、小名浜海洋科学館。北茨城天心記
念館。六角堂。常陸太田西山荘等と、時折り降
雨の中ではあったが、楽しく親睦を図りながら
見学し、日帰りの旅を無事終了しました。
会員の皆様には、9月は特に行事予定が何か
と多くあったと聞き及んでおりました。
次年度以降につきましても皆様のご参加をお
願いいたします。

（支局長　君嶋健司）
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【宇都宮】

－思えば遠くへきたもんだ－
宇都宮支部会員、補助者、家族達は仕事から
解放された１０月１９日（土）～２０日（日）
週末の二日間、北東北のバスの旅を満喫しまし
た。

一日目、みちのく小京都「角館」を散策、並
ぶ地酒を試飲して土産を吟味。見どころが多く、
限られた時間にちょっぴり残念がる声も・・。
そして田沢湖畔の宿に到着、温泉に浸かって
疲れを癒し宴会。酒酌み交わしての会話は弾み、
二次会も大盛況！でした。早起き湖畔散策、朝
市のお土産をバスに積んでからゆっくり９時出
発。
二日目「宮沢賢治記念館」を楽しみに参加し
た人も多く、その生涯がわかり易く提示されて
いて、観賞後の評判も良かったようです。
二日目のお昼は“わんこそば’の食大会。
今回の旅のアイドル、小学生の岡井翔吾君の
５０杯に驚かされ、男性優勝94杯、女性優勝
６０杯と共に、店から表彰状が贈られました。
初めての人も多く大騒ぎしながらの経験は最大
の旅の思い出となったことでしょう。心配した

程の渋滞もなく、予定通り宇都宮に戻り、日程
を終了、幹事さんや仲間同士共有した時間を惜
しみつつ解散しました。

（嶋崎チイ子）

前回「快晴」を担当した時はまだ3ヶ月だっ
た娘も、早いもので1才になりました。泣くと
眠るを繰り返すばかりだった子供が、寝返りを
うち、ハイハイを始め、音楽にあわせて体を揺
らし、今では家中を歩き回るようになりました。
最近は靴を履いて歩くことが楽しくて仕方がな
いようです。
先日、初めて娘と手をつないで近所のスーパ
ーまで買い物に行きました。12cmの小さな靴
を誇らしげに履いて歩いている娘をみて、大き
くなったなあとしみじみ感じました。
身長が80cmにみたない子供の視界に飛び込
んでくる風景は、大人は気にもとめない、道路

に落ちている葉っぱや小石、道ばたに生えてい
る草など。いちいち立ち止まり、つま先で落葉
を踏んでみたり、小石を指で拾ってみたり。な
かなか前に進めないおつかいでしたが、とても
幸せな時間でした。帰り道、家にいる夫に「窓
の外を見て。」と電話をかけました。歩いてい
る姿を見せようと思ったのですが、そんな親の
思惑を知らない娘は抱っこをねだるばかり。ふ
と窓を見るとビデオを撮る夫の姿が。「ほらパ
パだよ。」と娘に教えると、それまで駄々をこ
ねていたはずなのに、何と現金なことか、「落
ろせ」と言わんばかりに私から離れ、トコトコ
歩きだしました。声をあげながらパパに向かっ
てどんどん歩いていく姿に、呆れるやら、嬉し
いやら…。　　　　（小山支局長　太田　愛）
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那須地区の主な施設を少々紹介いたします。
県北の中枢地である大田原市は、那須連山を望
む豊かな自然に恵まれ、そこかしこに歴史が息
づく市であり、那須与一ゆかりの旧跡が数多く
残る“与一の里”として知られています。
ふれあいの丘、那須野が原ハーモニーホール
・竹工芸等、新しい施設も誕生し、芸術文化拠
点としても発展しつつあります。
又、周辺にはゴルフ場（5ケ所）、運動公園、
温水プールなど、オールシーズン、ファミリー
で充分楽しむことが出来ます。
施設A．ふれあいの丘（シャトー・エスポワ
ール）生涯学習の拠点、竹芸、木工、陶芸など、
創作活動ができます。又、宿泊（１８０名）も
でき素晴らしい施設です。
施設B．那須野が原ハーモニーホール
大田原市と西那須野町が全国初の自治体共同館
として、建設したものです。
大ホール（１,２７５人収容）小ホール（３
９９人収容）、交流ホール、アートギャラリー
などが設けられ、北那須圏域における文化創造
の拠点となっています。
写真C．竹工芸
大田原は優れた竹の産地でもあります。
伝統芸術としての、竹工芸を伝える栃木県竹
芸協会会員の作家も多く、竹工芸の研究会や市

▲施設A　ふれあいの丘

▲施設B　那須野が原ハーモニーホール

写
真
C
　
竹
工
芸

民学校、職業訓練センターでの講座も盛んです。
写真D．金灯籠
文政２年（１８１９）に町内や旅人の安全を

祈願し建てられましたが、残念ながら大平洋戦
争の金属回収で供出。現在のものは、昭和５４
年の再建で3代目。初代と同型のものが復元さ
れ旧奥州街道と国道４００号線の交差点にあり、
街の変遷を見つめています。
大田原市には、他にたくさんの見所がありま
す。どうかお尋ねのうえ、お出かけ下さい。
（大田原市商工課　TEL 0287－23－8709）

（支局長　君島健司）

写
真
D
　
金
灯
籠
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